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P27． 奈良盆地南部 にお け るア ズ キ火 山灰 の 発 見 と地盤構造の 検討
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1．奈 良盆 地 の 地 下地 質

　奈良盆 地 北部 の 丘 陵 地 帯 に は広 く大 阪 層 群が 分布 し，
層 序や 地 質構 造 が 詳 し く調ぺ られ て い る，一方，沖積

層 に覆 われ た奈 良盆地 で は ，関西 地 質調 査 業協会地 盤

情 報 デー
タ ベ ー

ス 委 員会が 主体 と な り，奈良盆 地 の 地

盤 構成 の 調 査 ・
研 究が 進 め られ て い る もの の ，層 序 区

分の 指標 とな る ボー
リン グ調 査が 極 めて 少 ない こ とか

ら，表層部を 除き詳細 な 層 序 区分 に 基づ い た地 盤 構 造

の 検討 は進 ん で い ない ，

　今 回 ， 奈 良 盆地 南部 で 国土交通省が実施 し た ボー
リ

ン グ調査 に お い て 火 山灰 層が検出され た た め ，火 山灰

の 同定を 目的 と し火 山灰 分析 を行 っ た．そ の 結 果，大

阪層群の 主要 な鍵層 で あ るア ズ キ火 山灰 に対比 され る

こ と が 明 らか に な っ た．当発 表 で は 、火 山灰 の 分析結

果 を報告 する と ともに，こ の 成果 を奈良盆地 の 地 盤 図

に反 映 させ、大 阪 平野 との 地盤 構 成の 違い な ど に っ い

て も考察 を加 え た，

2 ．火 山灰 分析結果

　 火 山 灰 分析 を 行 っ た ボー
リ ン グ 地点 は，奈 良盆 地 南

端 に 近 い奈 良県 橿原 市 観音寺町 で （図
一1 の N α 1 ），ボ

ー
リ ン グ柱状図 （図

一2 ） に示 した よ うに深 度 1720 〜

17 ．30m に火 山灰 が挟 まれ て い る ．

　 分析 は，試料 を篩 に か けて 洗 浄 し て 残 留 し た も の を

用 い て 全 岩鉱 物 組成 分 析，火 山 ガ ラ ス 形 態 の 分 類，火

山 ガ ラ ス の 屈折率測定 ，重鉱 物組成分 析 を 行 っ た．

　 分析 の 結果 か ら明 らか に なっ た 特徴 を以 下 に示 す．

  火 山 ガ ラス の 割 合 が 83、9％ と非 常 に 高 い ．

  多 孔 質型 の 火 山ガ ラス を主体 とす る．

  ガ ラス の 屈 折 率 の 代表 値は 1．5147 （表
一1）．

  重 鉱 物 は 斜方輝 石 ，単斜輝石 を主 体 とす る．

　以 上 の 結果 は，ア ズ キ火 山灰 （Ss・Az）の 特徴 に
一

致

す る こ とか ら，本 火 山灰 層 は アズ キ火 山灰 に 対 比 され

る．

表一1 ．火山 ガラス 屈 折 率測 定結 果
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3 ．奈 良盆 地 の 地 盤構 造 とそ の 特徴

　今 回検 出 され た 火山灰 層が，分析の 結 果ア ズ キ火 山

灰 に 対 比 され る こ とが 明 らか に なっ た こ とか ら i 従来

の 奈良盆地 地盤 図 Dで 作成 され た 断 面 図 を見直 した （

図
一3 ）．そ の 結果，従来推 定 され て い た 地盤 構 造 が

概 ね妥 当あ る こ とが 裏付けられ た，今回 の 成果 を 基 に ，

奈 良盆 地 の 地盤 構 成 を総 括す る と ともに 隣接す る 大阪

平野 の 地盤 構成 との 違 い につ い て 考察す る （図
一4 ）．

  奈良盆地で は，AT 火 山灰 （約 2．8 万 年前 ） が 盆地 の

　ほ ぼ全域に お い て 地下数 m の 浅い 深 度に 分布 す るこ

　 と か ら，沖積層の 厚 さは 極 め て 薄 い ．

  上 部 洪 積 層 で は本 層 上 部 に 挟ま れ る AT 火 山灰 以 外

　 に，盆地 南部 で は本 層 下部 に Aso−1 火 山灰 （25 万

　 一27 万 年 前） が 報告 され て い る こ と か ら，上 部 洪

　積層の 下 限年 代 は 30 万 年 前程 度 と推 定され る，

  今回奈良盆 地 南部で 大 阪層群 の 最 上位 に ア ズ キ火 山

　灰 （約 87 万年 前） が挟まれ る こ とが明 らか にな っ た

　 こ とか ら，大 阪層 群 の 上 限深 度は 地 下 15〜30m 程度

　 と推 定 され る．

　以上 の こ とか ら ， 奈 良盆

地で は 大 阪層群の ア ズ キ火

山灰 層 準堆 積以 降急速 に堆

積 作用 が 弱 ま っ た こ と，更

新 世後 期 の 限 ら れ た 時期 に

堆 積作用 が進 行 した もの の ，

完 新世 以 降 は 再 び堆 積 作用

が 弱 ま っ た と考 え られ る．

奈 良 盆地 一大阪 平 野 の 東 西

地 質断面 （図
一4 ） を見 れ

ば，奈良盆 地 と大 阪 平野 の

地 下構造，地盤構造 の 違 い

は歴 然 と して お り，大 阪平

野側 で は大阪層群か ら上 部

洪 積 層，沖 積層 とほぼ連続

して 堆積 作 用 が 進 行 し て い

る こ とが読 み 取れ る．

　 この 違 い を もた ら した の

は ，両 者 の 聞 に 位 置 す る生

駒断 層 帯 の 活 動 で あ る こ と

は 明 らか で あ り，両 平 野 （

盆 地）の 地 下地 質を詳 し く

調 査 ・研究す る こ とは，生

駒断層帯や周辺 の 活断 層の

活 動 史を解明 し，将来 の 予

測 を行 う上 で も重 要 で あ る．
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　 　 　 　 　 図一3 ，奈良盆地 南北 断面

奈良盆地地盤 図 ・滋賀県地 盤 図
1）

の 南北断面 に加篆修 正 した断面．
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　 　 　 　 　 園
一4．奈良 盆地

一
大阪 平 野の 東西 地 質断 面

大 阪平野側 〔上町台地付 近以外 ）で はア ズ キ火山灰層準は地 下 50Gm 前 後に位 置す る が，奈良盆地で

は地下 20〜30m 程度となる ．大阪平野側の 断面作 成にあたっては文 献 5 ） を参考 と した．
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